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男女共同参画KOTOプラン-改定版-素案の全文は、区ホームページ(トップページ→開かれた区

政→パブリックコメント)からご覧ください。
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オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！

今回の計画策定は、現行の第5次

行動計画の計画期間が平成27年度で

終了することから行うものです。新

たな計画策定にあたっては、第5次

計画の実績や意識調査、区長期計画

の展望や男女共同参画審議会におけ

る審議等に基づき、本区における諸

課題に的確に対応し、社会状況の変

化に沿った施策を総合的、計画的に

推進していくこととしています。

［計画の性格］

「男女共同参画社会基本法」・「江

東区男女共同参画条例」に基づいて

策定するもので、関連する「女性の
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計画(素案)に対する皆さんのご意

見を募集します。素案の全文は、区

ホームページ、こうとう情報ステー

ション(区役所2階)、人権推進課(区

役所4階1番)、男女共同参画推進セ

ンター仮事務所(東陽4-11-3江東区

文化センター1階第11・12会議室)で

閲覧できます※寄せられたご意見に

対する個別回答は行いません。

［募集期間］12／1(火)〜25(金)必着

［意見の提出方法］①氏名②性別③住

所④年齢⑤ご意見(区外の方は在勤

・在学等)を記入し、郵送(区報掲載

のはがき等)・ファクスまたは男女

共同参画推進センター仮事務所窓ロ

へ※区ホームページからも提出でき

ます(電話受付は行いません)。

▢問 男女共同参画推進センター男女
共同参画担当

☎3647-1163、℻5683-0340

職業生活における活躍の推進に関す

る法律」に基づく「江東区女性活躍推

進計画」と、「配偶者からの暴力の防

止及び被害者の保護等に関する法

律」に基づく「江東区配偶者暴力対策

基本計画」もこの計画の中で示して

います。また、「江東区長期計画」の

部門別計画として関連計画との整合

性を図りながら策定するものです。

［計画期間］

平成28年度〜32年度(5年間)

［計画の理念・計画の体系］

下表のとおり

男女共同参画KOTOプラン-改定版-の概要

区では、男女共同参画社会づくりをさらに進めていくため、新

たに「男女共同参画KOTOプラン-改定版-」(第6次江東区男女共

同参画行動計画)を策定します。このたび、その素案の概要をお

知らせし、パブリックコメント(意見募集)を実施します。

素案に対するご意見をお寄せください

▲一人ひとり、親も子も誰もがのびのび安心して暮らせるまちを目指します

計画策定
平成28年3月
(予定)

区民への公表

区議会への報告

意見募集締切12／25(金)

意見募集開始12／1(火)

計画策定スケジュール計画策定スケジュール

2面をご覧ください。
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平成27年(2015年)12月�日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

男女共同参画KOTOプラン-改定版-素案の

具体的な箇所へのご意見をお聴かせください。

意見募集締切：12／25(金)必着

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上年齢

男・女

・自由記載( )

住所

性別氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

目
標
Ⅰ

男女平等意識の向上を
図ります

目
標
Ⅰ

平成26年度に実施した「江東区男

女共同参画に関する意識実態調査」

によると、「男性は外で働き、女性は

家庭を守るべきである」という性別

による固定的な役割分担意識への支

持が依然として3割強を占めていま

す。このような意識の解消を図り、

一人ひとりの意欲と資質を活かして

生きていく可能性が性別によって狭

められることなく、個性と能力を発

揮できるよう、家庭・学校における

男女平等教育を進めていきます。

また、女性と男性の身体機能の違

いや、性的少数者(性的マイノリテ

ィ)について正しい知識に基づく理

解を深め、一人ひとりの多様な性を

尊重する意識を育んでいきます。

施策1
男女共同参画の意識啓発
の推進

意識啓発の広報、情報発信にあた

っては、わかりやすさに配慮し、広

く理解が得られるよう努めます。

施策2
家庭における男女平等
教育の推進

こどもたちが、両親等を通して男

女平等や男女共同参画について学べ

るよう、家庭教育学習の機会や相談

の場の提供に努めます。

施策3
学校における男女平等
教育の推進

保育、学校生活のあらゆる場面で、

男女平等教育を進めます。教職員の

意識を高め、学習・生活・進路等の

指導、相談に活かします。

施策4
性的少数者(性的マイノリ
ティ)についての意識啓発

性的少数者に関する意識啓発を図

り、多様な性について学ぶ機会を通

して、一人ひとりの個性を尊重する

社会の実現を目指します。

［新たな取り組み］

〇性的少数者についての意識啓発

施策5
性別・年代に応じた心と
からだの健康支援

性別や年代で異なる健康課題につ

いて周知を図るとともに、日常生活

の中で、一人ひとりが取り組む健康

づくりを支援します。特に女性への

妊娠・出産期における支援により育

児不安を軽減し、安心して子育てで

きる環境を醸成します。

また、心の健康づくりの一環とし

て、自殺防止対策を推進します。

目
標
Ⅱ

ワーク・ライフ・バランスと
女性の活躍支援を推進します

目
標
Ⅱ

職場で長時間労働を避けられない

人が多く、仕事と生活の両立が難し

くなっています。区民や企業に働き

かけ、ワーク・ライフ・バランスを

推進していきます。職場では、仕事

の内容や賃金・待遇、昇進・昇格の

機会などの男女差別をなくし、働き

やすい職場づくりを進めることを支

援し、家庭では、男性が積極的に家

事等に関わり、女性とともに責任を

分かち合うことを支援します。

「女性活躍推進法」に基づき、子育

て中など就業を一時中断している女

性の公正な職場復帰、再就職や起業

など、個人の意欲と能力が活かされ

る環境づくりを進め、女性の活躍を

推進していきます。

また、男女に関わりなく育児や介

護を担える環境を整えるために、子

育てや介護の担い手を支援する施策

を充実させていきます。

施策6
職場の男女共同参画に関
する情報の提供

多様な就業形態において男女共同

参画を推進するため、区内の企業や

労働者に向けて男女共同参画の取り

組みに関する情報提供を行います。

施策7 女性の活躍推進

子育て中など就業を一時中断して

いる女性の公正な職場復帰、再就職

や起業など、仕事について多様な選

択ができるよう、効果的な支援を行

います。

施策8
企業に対するワーク・ライフ
・バランス推進の働きかけ

ワーク・ライフ・バランスのメリ

ットや、先進的な取り組み事例など

の情報を提供するとともに、企業に

対する実効性のある支援策を検討・

実施していきます。

施策9
家庭における男女共同
参画の推進

男性が家庭や地域で充実した生活

を送るために、学習・交流機会の充

実を図り、男性が育児や介護の担い

手として活躍するよう働きかけ、知

識や技術の修得を支援します。

施策10
ワーク・ライフ・バランス
に関する意識啓発

ワーク・ライフ・バランスの重要

性を広報紙等にわかりやすく掲載す

るなど、広く周知啓発を図ります。

施策11 子育て支援の充実

子育てを含む家庭生活と仕事の両

立支援に向け、学習機会や相談事業、

情報提供の充実を図るとともに、多

様なニーズに対応した子育て支援体

制の整備・充実に努めます。

施策12 介護者支援の充実

家族介護者のワーク・ライフ・バ

ランスを実現し、過度の負担がかか

らないような環境を整え、介護者の

状況に応じたきめ細やかな支援を行

います。

目
標
Ⅲ

様々な活動・分野での男女
共同参画を推進します

目
標
Ⅲ

働き方の見直しと併せて、年齢性

別に関わらず、区民の一人ひとりが

防災などの地域活動に参画できるよ

う、支援を行います。また、区の審

議会等における女性委員の参画率は

3割強にとどまっており、政策・方針

決定過程における男女共同参画をさ

らに進める働きかけを行います。

施策13
地域活動における
男女共同参画の推進

多様な年代の女性・男性が地域活

動に参画することを支援します。子

育て世代の参加を支援する一時保育

・派遣一時保育の実施や、女性リー

ダーの育成を行います。

施策14
男女共同参画の視点を
入れた人にやさしい
まちづくりの推進

避難所運営・防災訓練などへの女

性の参画やまちづくりワークショッ

プの場に女性の参画を進めます。

また、様々な地域計画づくりにお

いて、男女共同参画の視点を活かし

ていきます。

施策15
区の審議会等への
女性の参画推進

区の審議会等における女性委員の

一層の参画推進を図ります。

目
標
Ⅳ

人権を尊重しあらゆる
暴力を根絶します

目
標
Ⅳ

配偶者暴力(ドメスティック・バ

イオレンス。以下「DV」)は重大な

人権侵害であり、男女共同参画社会

の実現を妨げるものです。また、こ

どもがDVを目撃することは児童虐

待そのものであり、身体的虐待が行

われているケースも少なくありませ

ん。DV被害者のこどもも含めた支

援を実施し、暴力を容認しない社会

風土の形成と、相談から自立支援ま

で一貫した被害者支援を推進します。

また、性暴力、セクシュアル・ハ

ラスメントやストーカー、児童、障

害者、高齢者等への虐待などあらゆ

る暴力の防止に向けた意識啓発のほ

か、虐待の早期発見、相談対応や救

済、被害者支援に努めます。

施策16 DVの未然防止

情報提供や講座・講習会の実施な

ど、DVの未然防止のため意識啓発

に努めます。交際相手からの暴力

(デートDV)に関しても引き続き、

若い世代への予防教育を推進します。

施策17
相談窓口の充実と
安全の確保

相談窓ロの充実を図り、安全を確

保しながら、被害者やそのこどもに

対し、一人ひとりの状況に応じて継

続的な支援を行うため、総合的な支

援体制を整備します。

施策18 自立に向けた支援

被害者一人ひとりの状況に応じた

きめ細かい支援を継続的に行えるよ

う、自立に向けた支援体制の充実を

図ります。

施策19 人材の育成

相談員の専門的能力を高め、被害

者への支援力の向上を図るとともに、

被害者支援についての職員の意識の

向上を図っていきます。

施策20 関係機関との連携

被害者の個々の状況に即して、実

効性のある支援体制を整えるため、

関係機関との緊密な連携を図ります。

施策21

性暴力、セクシュアル・
ハラスメント、ストーカ
ー行為などの防止に向け
た意識啓発と被害者支援

異性・同性を問わず起こりうる、

性暴力やセクシュアル・ハラスメン

ト、ストーカー行為などの暴力を防

止するために、啓発と被害者支援に

取り組みます。

施策22
虐待の早期発見、救済
と被害者支援

様々な媒体を活用した情報提供、

相談窓ロの充実、関係機関との連携

強化等を図り、児童・障害者・高齢

者等への虐待の早期発見と救済、被

害者支援に努めます。

目
標
Ｖ

行動計画を積極的に
推進します

目
標
Ｖ

この行動計画の趣旨と目標達成に

向けた施策内容を広く区民にお知ら

せし、施策推進の拠点である男女共

同参画推進センター事業の充実を図

っていきます。また、区では、モデ

ル事業所として、管理・監督職にお

ける女性の比率の向上、男性職員の

育児・介護休業の取得促進などを積

極的に進めていきます。

施策23
男女共同参画推進
センターの充実

男女共同参画の拠点施設として、

意識啓発、学習の場の提供、人材の

育成・活動支援、相談の充実を図る

とともに、区民との協働・交流を進

めます。

施策24
庁内における男女共同
参画の推進

区が率先して男女共同参画を推進

することにより、モデル事業所とし

ての役割を果たしていきます。

施策25 庁内推進体制の充実

施策の進捗状況や区民の意識・実

態を定期的に把握しながら、施策を

着実に実行していきます。

施策26 区民参画体制の充実

男女共同参画審議会における審議、

意見具申や事業の共同開催などを通

じて、区民との協働により男女共同

参画を推進します。

目
標
Ⅰ

目
標
Ｖ

目
標
Ⅳ

目
標
Ⅲ

目
標
Ⅱ
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